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(54)【発明の名称】 単純マトリクス型液晶表示パネルの駆動方法及び液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  単純マトリクス型液晶表示パネルに複数の走
査電極を同時選択するマルチラインセレクト駆動法にお
いて、フレームレート、回路規模を増大させずに階調数
を増加させる。
【解決手段】  複数の走査線を同時選択するマルチライ
ンセレクト駆動法により、１フレームが複数のサブフレ
ームから構成されている単純マトリクス型液晶表示パネ
ルの駆動法において、階調表示方式としてフレーム変調
方式により制御する方法であって、各階調レベルのオン
・オフを表す階調パターンを記憶する階調レジスタと、
前記階調レジスタの階調パターンをシフト演算処理する
階調制御回路と、各信号線毎に設けられた階調選択回路
とを具備し、階調レジスタの階調パターンを垂直同期信
号に同期してフレーム毎にシフト演算処理し、かつ水平
同期信号に同期してライン毎にシフト演算処理すると同
時に、サブフレーム毎にもシフト演算処理する。



(2) 特開２００２－１９６７２８

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】複数（Ｌ本）の走査電極を同時選択するマ
ルチラインセレクト（ＭＬＳ）駆動法により、１フレー
ムがＬ個のサブフレームから構成されている単純マトリ
クス型液晶表示パネルを駆動する駆動法において、フレ
ーム変調方式により階調表示を行うにあたって、
各階調レベルのオン・オフを表す階調パターンを記憶す
る階調レジスタと、前記階調レジスタの階調パターンを
シフト演算処理する階調制御回路と、各信号線毎に設け
られた階調選択回路とを具備し、
前記階調制御回路により、前記階調レジスタの階調パタ
ーンを垂直同期信号に同期してフレーム毎にシフト演算
処理し、かつ水平同期信号に同期してライン毎にシフト
演算処理すると同時に、前記サブフレーム毎にもシフト
演算処理して階調表示を行うことを特徴とする液晶表示
パネルの駆動方法。
【請求項２】請求項１において、サブフレーム毎の（Ｌ
－１）個のシフト量を、各階調レベルで同じ値に設定し
たことを特徴とする液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項３】請求項２において、各階調レベルの階調パ
ターンのフレーム毎のシフト量，ライン毎のシフト量，
各階調レベルで同値のサブフレーム毎の（Ｌ－1）個の
シフト量を、フレームごとに可変としたことを特徴とす
る液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項４】請求項３において、ＲＥＤ，ＧＲＥＥＮ，
ＢＬＵＥの各階調レベルの階調パターンのフレーム毎の
シフト量，ライン毎のシフト量，各階調レベルで同値の
サブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、可変とし
たことを特徴とする液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項５】請求項２において、フレーム毎のシフト量
を各階調レベルで同じ値に設定し、かつ各階調レベルで
同値のサブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、前
記各階調レベルで同値のフレーム毎のシフト量と同じ値
かもしくは０に設定したことを特徴とする液晶表示パネ
ルの駆動方法。
【請求項６】請求項５において、前記各階調レベルのオ
ン・オフを表す階調パターンが１５フレーム単位（０／
１５，１／１５，・・・，１５／１５）で構成されてお
り、フレーム毎のシフト量を各階調レベルで１，２，
４，７，８，１１，１３，１４のいずれか同じ値に設定
し、かつ各階調レベルで同値のサブフレーム毎の（Ｌ－
１）個のシフト量を、前記各階調レベルで同値のフレー
ム毎のシフト量と同じ値かもしくは０に設定したことを
特徴とする１６階調（４０９６色）表示の液晶表示パネ
ルの駆動方法。
【請求項７】請求項５において、前記各階調レベルのオ
ン・オフを表す階調パターンを構成するフレーム数の最
小公倍数が２４であって、各階調レベルのフレーム毎の
シフト量を５に設定し、かつ各階調レベルで同値のサブ
フレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、５もしくは０
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に設定したことを特徴とする１６階調（４０９６色）表
示の液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項８】請求項７おいて、前記１６階調レベルのオ
ン・オフを表す階調パターンが、０，１／１２，１／
８，１／６，１／４，１／３，３／８，５／１２，１／
２，７／１２，２／３，３／４，５／６，７／８，１１
／１２，１であって、各階調レベルで同値のフレーム毎
のシフト量を５に設定し、各階調レベルで同値のサブフ
レーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を５もしくは０に設
定したことを特徴とする１６階調（４０９６色）表示の
液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項９】請求項８において、４本の走査線を同時選
択するマルチラインセレクト（ＭＬＳ４）駆動法によ
り、１フレームが第１から第４の４個のサブフレームか
ら構成されており、第１から第２サブフレーム，第２か
ら第３サブフレーム，第３から第４サブフレームへのシ
フト量の組み合わせが、（５，５，５），（５，５，
０），（５，０，５），（０，５，５），（５，０，
０），（０，５，０）もしくは（０，０，５）に設定し
たことを特徴とする１６階調（４０９６色）表示の液晶
表示パネルの駆動方法。
【請求項１０】請求項９において、静止画表示時のライ
ン毎の最適なシフト量を設定する手段として、液晶表示
パネルを信号線が並ぶ方向に４ブロックに分割し、第１
のブロックには走査線が並ぶ方向に１ドットずつ階調が
０から１５まで変化するパターンを表示させ、第２のブ
ロックには走査線が並ぶ方向に２ドットずつ階調が０か
ら１５まで変化するパターンを表示させ、第３のブロッ
クには走査線が並ぶ方向に４ドットずつ階調が０から１
５まで変化するパターンを表示させ、第４のブロックに
は走査線が並ぶ方向に８ドットずつ階調が０から１５ま
で変化するパターンを表示させた状態で、ライン毎のシ
フト量を設定する階調レベルのフレームシフトを停止さ
せ、干渉による縦すじが消える値に各階調レベルのライ
ン毎のシフト量を設定したことを特徴とする１６階調
（４０９６色）表示の液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項１１】請求項９において、動画表示時のライン
毎の最適なシフト量を設定する手段として、液晶表示パ
ネルを信号線が並ぶ方向に４ブロックに分割し、第１の
ブロックには走査線が並ぶ方向に１ドットずつ階調が０
から１５まで変化するパターンを表示させ、第２のブロ
ックには走査線が並ぶ方向に２ドットずつ階調が０から
１５まで変化するパターンを表示させ、第３のブロック
には走査線が並ぶ方向に４ドットずつ階調が０から１５
まで変化するパターンを表示させ、第４のブロックには
走査線が並ぶ方向に８ドットずつ階調が０から１５まで
変化するパターンを表示させ、各階調レベルの階調パタ
ーンを構成するフレーム数の最小公倍数のフレームごと
に表示を走査線が並ぶ方向にシフトさせた状態で、ライ
ン毎のシフト量を設定する階調レベルのフレームシフト
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を停止させ、干渉による縦すじが消える値に各階調レベ
ルのライン毎のシフト量を設定したことを特徴とする１
６階調（４０９６色）表示の液晶表示パネルの駆動方
法。
【請求項１２】請求項１～１１のいずれかに記載の駆動
方法によりフレーム毎のシフト量、ライン毎のシフト
量、サブフレーム毎のシフト量を設定したことを特徴と
する携帯情報端末用液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、単純マトリクス型
液晶表示パネルにおいて、複数の走査電極を同時選択す
るマルチラインセレクト（ＭＬＳ）駆動法に関するもの
であり、主にフリッカーレスな階調表示方式を提供する
ことを目的とするものである。
【０００２】
【従来の技術】複数のセグメント信号線（信号線）とこ
れに直交する複数のコモン信号線（走査線）により駆動
される単純マトリクス型の液晶表示パネルでは、動画表
示に対応するために応答速度の速い（１００msec以下）
液晶材料を採用することが望まれる。しかしながら、液
晶の応答速度を速くすると、いわゆるフレーム応答と呼
ばれる現象が生じ、フリッカやコントラストの低下など
の問題を招く。このような問題を解決する手段として、
複数（Ｌ本）の走査電極を同時選択するマルチラインセ
レクト（ＭＬＳ）駆動法と呼ばれる従来技術が知られて
いる。４本同時選択のＭＬＳ駆動法（以下、ＭＬＳ４と
略す）の概要を以下に示す。
【０００３】ＭＬＳ駆動においては、図１０に示すよう
に、直交関数生成部２１３により展開された直交関数で
構成された行列２１５（Ｈ）と入力信号を表す行列２１
１（Ｓ）とを用いて演算器２１２がＨ×Ｓの行列演算を
行い、演算結果がセグメント信号線２１４に出力され
る。演算結果である行列の積Ｈ×Ｓの各列が各セグメン
ト信号線２１４へのデータに対応し、行は時間経過（水
平走査期間の経過）に対応している。４行同時選択の場
合、図１１に示すように、直交関数２１５（Ｈ）は４行
４列の種関数を走査線数（例では１６８本）に展開す
る。Ｈの列数は走査線の数であり、走査線の選択時には
Ｈの要素は１もしくは－１の値を持ち、非選択時には０
の値を持つ。種関数の第１行～第４行が図１１に示すよ
うに行列Ｈの要素として繰り返し配置され、行列Ｈのこ
れ以外の要素はすべて０である。この行列Ｈの要素に比
例した電圧が走査線に供給される。この時の走査線の駆
動波形を図１２に示す。ＨＳＴは水平同期信号であり、
１フレームにおける水平走査期間の数は、走査線の数
（１６８本）と等しい。図１１あるいは図１２に示すよ
うに、走査線は４本同時に選択されるので、１６８／４
＝４２回の水平走査期間ごとにすべての走査線が選択さ
れることになり、従って１フレーム（１６８水平走査期
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間）は、第１から第４のサブフレームで構成されている
とみなすことが出来る。第１から第４のサブフレーム間
では、入力信号２１１は変化しないとして、直交関数２
１５と行列演算が実行される。
【０００４】次に、このようなＭＬＳ駆動法における階
調表示について説明する。階調表示方式のひとつとし
て、複数のフレームを用いてフレームごとにオン・オフ
を制御することにより階調表示を行うフレーム変調方式
（ＦＲＣ）がある。図１３に８階調表示の場合のフレー
ム変調方式の例を示す。８階調の場合、図１３に示すよ
うに７フレームのオン・オフを用いて、０／７から７／
７までの８種類の階調パターンで階調を表示する。白丸
がオン、黒丸がオフのフレームを表す。７フレームの階
調パターンで階調表示を行うので、７ＦＲＣと呼んでい
る。
【０００５】しかしながら、一般にこのフレーム変調方
式で多階調化すると、フリッカ（ちらつき）が発生する
という問題がある。そこで、画素ごとにオンとオフのタ
イミングをずらして時間的にばらつかせ、かつ空間的に
もオン画素とオフ画素の比を階調数にあわせることによ
って、フリッカを押さえる方法がある。
【０００６】オン・オフを時間的にばらつかせる方法と
して、階調パターンを垂直同期信号に同期してフレーム
毎にシフト演算処理し、時間的にオン・オフ状態をばら
つかせる方法がある。これをフレームシフトと呼んでい
る。図１４は全面に１／７階調の表示をする場合のフレ
ームシフトの様子を示す。１／７階調の場合、図１４に
示すように、階調パターンは1個のオンと６個のオフで
構成され、フレーム毎にオンの位置が右にシフトして、
時間的にばらついていることがわかる。
【０００７】空間的にオン・オフをばらつかせる方法と
して、階調パターンを水平同期信号に同期して走査ライ
ン毎にシフト演算処理し、空間的にオン・オフ状態をば
らつかせる方法がある。これをラインシフトと呼んでい
る。図１５に、１／７階調のラインシフトの様子を示
す。１／７階調の場合、図１５に示すように、階調パタ
ーンは1個のオンと６個のオフで構成され、ライン毎に
オンの位置が右にシフトして、空間的にばらついている
ことがわかる。
【０００８】ＭＬＳ駆動法でフレーム変調方式による階
調表示を実現するには、たとえば１／７階調表示の場
合、フレームシフトに関しては、図１６（Ｂ）に示すよ
うに、第１サブフレームから第４サブフレームで、図１
６（Ａ）に示す同じ階調パターンを用いて階調表示す
る。また、ラインシフトに関しては、図１７に示すよう
に、４行同時選択の場合、４行毎に階調パターンをシフ
トさせる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】フレーム変調方式（Ｆ
ＲＣ）により階調表示を行う場合において、表示階調数
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が増加するとオンの回数とオフの回数の比が小さくなる
階調が発生するためフリッカが発生しやすくなる。フレ
ームレートを増加させて、フリッカを低減させる方法が
あるが、消費電力が増加する。例えば２５６色表示では
７フレームで階調が表示できるのに対し、４０９６色表
示では１５フレーム必要であり、単純にはフリッカレベ
ルを同一にするためには、フレームレートを約２倍にし
なければならない。一方で、携帯電話をはじめとする移
動体端末では消費電力が限られており、消費電力を低減
することが求められている。また、表示装置の狭額縁
化、コスト削減の要求からもフリッカ対策の回路はシン
プルである必要がある。
【００１０】本発明はかかる点に鑑みてなされたもので
あり、動画表示に適しているといわれている複数の走査
電極を同時選択するマルチラインセレクト（ＭＬＳ）駆
動法において、フレームレート、回路規模を増大させず
に表示可能な階調数を増加させるＦＲＣ階調表示方法を
提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
に本発明の表示装置は、表示面内でフレーム毎，ライン
毎にオンオフパターンを変化させるだけでなく、ＭＬＳ
特有のサブフレーム毎でもオンとオフをなるべくランダ
ムに分散させてフリッカを低減させる構成を有してい
る。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。
【００１３】（発明の実施の形態１）本発明の第１の実
施の形態は、複数のセグメント信号線（信号線）とこれ
に直交する複数のコモン信号線（走査線）により駆動さ
れる単純マトリクス型の液晶表示パネルの駆動方法に関
する。この駆動方法は、複数（Ｌ本）の走査線を同時選
択するマルチラインセレクト（ＭＬＳ）駆動法により、
１フレームがＬ個のサブフレームから構成されており、
階調表示方式としてフレーム変調（ＦＲＣ）方式により
制御する駆動方法であって、各階調レベルのオン・オフ
を表す階調パターンを記憶する階調レジスタと、階調レ
ジスタの階調パターンをシフト演算処理する階調制御回
路と、各信号線毎に設けられた階調選択回路とを具備
し、階調制御回路により、階調レジスタの階調パターン
を垂直同期信号に同期してフレーム毎にシフト演算処理
し、かつ水平同期信号に同期して走査ライン毎にシフト
演算処理すると同時に、サブフレーム毎にもシフト演算
処理して階調表示を行うことを特徴としている。
【００１４】図１に、本発明の機能ブロック図を示す。
本発明はＦＲＣのデータを出力するための階調レジスタ
回路１９２と階調レジスタを水平同期信号１９３または
垂直同期信号１９４またはサブフレーム同期信号１９５
毎にシフトさせる階調制御部１９１および階調レジスタ
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出力を入力映像信号１９７により選択する階調選択回路
１９６からなっている。
【００１５】次に図１の構成においてその動作を簡単に
説明する。各入力映像信号１９７は、対応する各セグメ
ント信号線の画素に表示されるべき映像信号で、一般に
多階調信号である。階調レジスタ回路１９２からは、各
階調に対応するオン・オフの時系列パターンをになった
階調レジスタ出力が、セグメント信号線ごとに設けられ
た階調選択回路１９６に並列に接続されている。図１は
８階調の場合を例示しており、階調０、および階調８を
除く６つの階調のパターンが６本の階調レジスタ出力と
して出力されている。階調０、および階調８のパターン
は、全時間オフあるいは全時間オンなので各階調選択回
路の中で対応できる。６つの階調パターンは、後に述べ
るように階調制御部１９１において、水平同期信号１９
３および垂直同期信号１９４ごとにシフト処理される。
階調選択回路１９６は、入力映像信号１９７に応じた階
調パターンを階調レジスタ出力から選択して二値の表示
信号１９８として出力する。この表示信号１９８は、図
１０の入力信号行列Ｓ２１１の要素となる。
【００１６】図２（ｂ）は、本発明による階調パターン
の一例（ＭＬＳ４駆動の１／７階調）を示している。従
来例（図１６（ｂ））と異なり、ＭＬＳ駆動特有のサブ
フレーム毎に図２（ａ）の階調パターンをシフトさせて
いるので、階調パターンの時間的なばらつきが大きくな
り、フリッカのない階調表示が実現できる。
【００１７】１６階調表示において、従来のフレームシ
フトとラインシフトだけでは、フレーム周波数を１２０
Ｈｚまで上げなければフリッカをなくすことはできなか
ったのが、サブフレーム毎にシフトをすることにより、
フレーム周波数１００Ｈｚでフリッカをなくすことがで
きた。
【００１８】（発明の実施の形態２）本発明の第２の実
施の形態は、第１の実施の形態において、走査線の同時
選択数がＬ本の場合、サブフレーム毎の（Ｌ－１）個の
シフト量を、各階調レベルで同じ値に設定したことを特
徴としている。図３に、本発明の階調パターンの一例を
示す。図３では、同時選択数が４本の場合で、サブフレ
ームは４個あり、８階調表示で用いられる０／７階調か
ら７／７階調のうち、１／７階調（図３（ａ））と２／
７階調（図３（ｂ））の階調パターンを示している。
【００１９】１／７階調の場合、第１サブフレームを基
準に考えると、第２サブフレームのシフト量は２，第３
サブフレームのシフト量は１，第４サブフレームのシフ
ト量は４となり、サブフレーム毎のシフト量は（２，
１，４）である。同様に、２／７階調の階調パターン
も、サブフレーム毎のシフト量は（２，１，４）であ
る。このように本発明は、たとえば８階調表示で用いら
れる０／７階調から７／７階調のすべての階調パターン
のサブフレーム毎のシフト量を、同じ値に設定すること
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7
を特徴としている。
【００２０】このように、走査線の同時選択数がＬ本の
場合、サブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、各
階調レベルで同じ値に設定すると、たとえサブフレーム
間で階調パターンが変化しても、液晶に印加される実効
値電圧がずれて表示むらが発生することなく、フリッカ
を抑制できることがわかった。
【００２１】（発明の実施の形態３）本発明の第３の実
施の形態は、第２の実施の形態において、各階調レベル
の階調パターンのフレーム毎のシフト量，ライン毎のシ
フト量，各階調レベルで同値のサブフレーム毎の（Ｌ－
1）個のシフト量を、可変としたことを特徴としてい
る。
【００２２】図４に、フレーム毎のシフト量が一定値２
の場合（図４（ａ））と、可変の場合（図４（ｂ））を
示す。数字はオン位置が時間的にシフトする順番を表
す。図４（ａ）のシフト量が一定値２の場合、オン位置
が左から右に規則通りシフトするので、人間の目には、
階調が流れているように見えてしまう。それに対して、
図４（ｂ）のシフト量が可変でランダムな場合、オン位
置はランダムにシフトするので、階調流れは抑制され
る。
【００２３】図５に、ライン毎のシフト量が一定値１の
場合（図５（ａ））と、可変の場合（図５（ｂ））を示
す。数字はオン位置が時間的にシフトする順番を表す。
図５（ａ）のシフト量が一定値１の場合、オン位置が左
から右に規則通りシフトするので、人間の目には、階調
が流れているように見えてしまう。それに対して、図５
（ｂ）のシフト量が可変でランダムな場合、オン位置は
交互にシフトするので、階調流れは抑制される。
【００２４】本発明は、このようなシフト量の可変機能
をサブフレーム毎のシフト量に適用したものである。図
６に、本発明のサブフレーム毎のシフト量が可変の場合
の階調パターンの一例（１／７階調）を示す。１／７階
調の場合、７フレームで階調表示が完了するので、７フ
レームごとにサブフレーム毎のシフト量を変化させて
も、階調ずれは発生しない。そこで図６では、７フレー
ムごとにサブフレーム毎のシフト量を、（２，１，４）
→（１，５，３）→（６，１，５）と変化させて、時間
的なばらつきを大きくした結果、フリッカを抑制できる
ことがわかった。
【００２５】（発明の実施の形態４）本発明の第４の実
施の形態は、第３の実施の形態において、ＲＥＤ，ＧＲ
ＥＥＮ，ＢＬＵＥの各階調レベルの階調パターンのフレ
ーム毎のシフト量，ライン毎のシフト量，各階調レベル
で同値のサブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、
可変としたことを特徴としている。図７にＲＥＤ，ＧＲ
ＥＥＮ，ＢＬＵＥのシフトを示す。図７に示すように、
ＲＥＤの階調パターンに対して、ＧＲＥＥＮは１シフ
ト、ＢＬＵＥは３シフトしていることがわかる。このよ
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うに同じ階調レベルでも、ＲＥＤ，ＧＲＥＥＮ，ＢＬＵ
Ｅの階調パターンをシフトすることにより、フリッカを
抑制できることがわかった。
【００２６】（発明の実施の形態５）本発明の第５の実
施の形態は、第２の実施の形態において、フレーム毎の
シフト量を各階調レベルで同じ値に設定し、かつ各階調
レベルで同値のサブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト
量を、各階調レベルで同値のフレーム毎のシフト量と同
じ値かもしくは０に設定したことを特徴としている。例
えば、４ライン同時選択のＭＬＳ駆動で、７フレームを
用いて８階調表示を行う場合、各階調レベル（０／７～
７／７）は、フレーム毎のシフト量として１，２，３，
４，５，６の値を設定できるが、各階調レベルのフレー
ムシフト量を同じ値（例えば５）に設定し、かつ、サブ
フレーム毎の３個のシフト量を５もしくは０（例えば
（５，０，５））に設定すると、各階調間の干渉が少な
くなり、フリッカを抑制できることがわかった。
【００２７】（発明の実施の形態６）本発明の第６の実
施の形態は、第５の実施の形態において、１６階調（４
０９６色）表示の液晶表示パネルを駆動する場合、前記
各階調レベルのオン・オフを表す階調パターンが１５フ
レーム単位（０／１５，１／１５，・・・，１５／１
５）で構成されており、フレーム毎のシフト量を各階調
レベルで１，２，４，７，８，１１，１３，１４のいず
れか同じ値に設定し、かつ各階調レベルで同値のサブフ
レーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、各階調レベルで
同値のフレーム毎のシフト量と同じ値かもしくは０に設
定したことを特徴としている。このようにシフト量を設
定すると、１６階調（４０９６色）表示でも各階調間の
干渉が少なくなり、フレーム周波数を８０Ｈｚに下げて
も、フリッカを抑制できることがわかった。
【００２８】（発明の実施の形態７）本発明の第７の実
施の形態は、第５の実施の形態において、１６階調（４
０９６色）表示の液晶表示パネルを駆動する場合、各階
調レベルのオン・オフを表す階調パターンを構成するフ
レーム数の最小公倍数が２４であって、各階調レベルの
フレーム毎のシフト量を５に設定し、かつ各階調レベル
で同値のサブフレーム毎の（Ｌ－１）個のシフト量を、
５もしくは０に設定したことを特徴としている。２４の
約数である２，３，４，６，８，１２フレームを用いて
１６階調を表示すると、１５フレームの場合と比べて、
フレーム数が少ないので、より低いフレーム周波数でも
フリッカの発生を抑制できる。各ＦＲＣで設定できるフ
レーム毎のシフト量は
２ＦＲＣ：１（，３，５，・・・）
３ＦＲＣ：１，２（，４，５，・・・）
４ＦＲＣ：１，３（，５，・・・）
６ＦＲＣ：１，５
８ＦＲＣ：１，３，５，７
１２ＦＲＣ：１，５，７，１１
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9
であるので、フレーム毎のシフト量を各階調レベルで共
通に設定できるのは１，５のいずれかであるが、フレー
ム毎のシフト量が１では、階調流れが発生しやすいの
で、同じ値に設定するなら５が最適である。かつ、各階
調レベルで同値のサブフレーム毎のシフト量を、５かも
しくは０に設定すると、１６階調（４０９６色）表示で
も各階調間の干渉が少なくなり、フレーム周波数を６０
Ｈｚに下げても、フリッカを抑制できることがわかっ
た。
【００２９】（発明の実施の形態８）
本発明の第８の実施の形態は、第７の実施の形態におい
て、１６階調（４０９６色）表
表示の液晶表示パネルを駆動する場合、１６階調レベル
のオン・オフを表す階調パターンが、図８に示すよう
に、
階調レベル０：０／１
階調レベル１：１／１２
階調レベル１：１／８
階調レベル１：１／６
階調レベル１：１／４
階調レベル１：１／３
階調レベル１：３／８
階調レベル１：５／１２
階調レベル１：１／２
階調レベル１：７／１２
階調レベル１：２／３
階調レベル１：３／４
階調レベル１：５／６
階調レベル１：７／８
階調レベル１：１１／１２
階調レベル１：１／１
であって、各階調レベルで同値のフレーム毎のシフト量
を５に設定し、各階調レベルで同値のサブフレーム毎の
（Ｌ－１）個のシフト量を５もしくは０に設定したこと
を特徴としている。本発明により、１６階調（４０９６
色）表示でも各階調間の干渉が少なくなり、フレーム周
波数を６０Ｈｚに下げても、フリッカを抑制できること
がわかった。
【００３０】（発明の実施の形態９）
本発明の第９の実施の形態は、第８の実施の形態におい
て、１６階調（４０９６色）表
表示の液晶表示パネルを駆動する場合、４本の走査線を
同時選択するマルチラインセレクト（ＭＬＳ４）駆動法
により、１フレームが第１から第４の４個のサブフレー
ムから構成されており、第１から第２サブフレーム，第
２から第３サブフレーム，第３から第４サブフレームへ
のシフト量の組み合わせが、
（５，５，５），（５，５，０），（５，０，５），
（０，５，５），（５，０，０），（０，５，０）もし
くは（０，０，５）
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に設定したことを特徴としている。本発明により、１６
階調（４０９６色）表示でも各階調間の干渉が少なくな
り、フレーム周波数を６０Ｈｚに下げても、フリッカを
抑制できることがわかった。
【００３１】（発明の実施の形態１０）本発明の第１０
の実施の形態は、第９の実施の形態において、１６階調
（４０９６色）表示の液晶表示パネルを駆動する場合、
静止画表示時のライン毎の最適なシフト量を設定する手
段として、液晶表示パネルを信号線が並ぶ方向に４ブロ
ックに分割し、第１のブロックには走査線が並ぶ方向に
１ドットずつ階調が０から１５まで変化するパターンを
表示させ、第２のブロックには走査線が並ぶ方向に２ド
ットずつ階調が０から１５まで変化するパターンを表示
させ、第３のブロックには走査線が並ぶ方向に４ドット
ずつ階調が０から１５まで変化するパターンを表示さ
せ、第４のブロックには走査線が並ぶ方向に８ドットず
つ階調が０から１５まで変化するパターンを表示させた
状態で、ライン毎のシフト量を設定する階調レベルのフ
レームシフトを停止させ、干渉による縦すじが消える値
に各階調レベルのライン毎のシフト量を設定したことを
特徴としている。
【００３２】図９に本発明のライン毎の最適なシフト量
を設定するための表示パターンを示す。図９に示すよう
に、表示パネルの画面は信号線が並ぶ方向に４分割さ
れ、第１ブロックは１ドット単位、第２ブロックは２ド
ット単位、第３ブロックは４ドット単位、第４ブロック
は８ドット単位で走査線が並ぶ方向に、階調レベルが０
から１５まで変化している。この表示パターンでライン
毎の最適シフト量を設定する階調レベルのフレームシフ
トを停止すると、他の階調レベルと干渉している場合、
必ず４個のブロックのいずれかに縦すじが発生するの
で、干渉による縦すじが消えるように、各階調レベルの
ライン毎のシフト量を設定すると、自然画等の静止画の
ランダムパターンでも干渉はなくなり、フリッカの発生
は抑制される。
【００３３】（発明の実施の形態１１）本発明の第１１
の実施の形態は、第９の実施の形態において、１６階調
（４０９６色）表示の液晶表示パネルを駆動する場合、
動画表示時のライン毎の最適なシフト量を設定する手段
として、液晶表示パネルを信号線が並ぶ方向に４ブロッ
クに分割し、第１のブロックには走査線が並ぶ方向に１
ドットずつ階調が０から１５まで変化するパターンを表
示させ、第２のブロックには走査線が並ぶ方向に２ドッ
トずつ階調が０から１５まで変化するパターンを表示さ
せ、第３のブロックには走査線が並ぶ方向に４ドットず
つ階調が０から１５まで変化するパターンを表示させ、
第４のブロックには走査線が並ぶ方向に８ドットずつ階
調が０から１５まで変化するパターンを表示させ、各階
調レベルの階調パターンを構成するフレーム数の最小公
倍数のフレームごとに表示を走査線が並ぶ方向にシフト
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させた状態で、ライン毎のシフト量を設定する階調レベ
ルのフレームシフトを停止させ、干渉による縦すじが消
える値に各階調レベルのライン毎のシフト量を設定した
ことを特徴としている。
【００３４】本発明は、図９の表示パターンを、各階調
レベルの階調パターンを構成するフレーム数の最小公倍
数のフレームごとに表示を走査線が並ぶ方向にシフトさ
せて擬似的に動画状態を発生させ、ライン毎の最適シフ
ト量を設定する階調レベルのフレームシフトを停止する
と、他の階調レベルと干渉している場合、必ず４個のブ
ロックのいずれかに縦すじが発生するので、干渉による
縦すじが消えるように、各階調レベルのライン毎のシフ
ト量を設定すると、自然画等の動画のランダムパターン
でも干渉はなくなり、フリッカの発生は抑制される。
【００３５】（発明の実施の形態１２）本発明の第１２
の実施の形態は、携帯情報端末用液晶表示装置の駆動方
法として、第１の実施の形態のフレーム変調方式による
階調表示方式を具備し、フレーム毎のシフト量、ライン
毎のシフト量、サブフレーム毎のシフト量を第１から第
１１の実施の形態のいずれかに記載の方法により設定し
たことを特徴としている。
【００３６】携帯電話をはじめとする移動体端末では消
費電力が限られており、消費電力を低減することが求め
られている。また、表示装置の狭額縁化、コスト削減の
要求からもフリッカ対策の回路はシンプルである必要が
ある。
【００３７】本発明の階調表示方式による駆動方法を携
帯情報端末用液晶表示装置に適用すると、フレーム周波
数を下げてもフリッカの発生を抑制できるので低消費電
力を実現でき、更にフリッカ対策回路も単純であるの
で、狭額縁化を実現できる。
【００３８】
【発明の効果】以上のように、マルチラインセレクト
（ＭＳＬ）駆動において、本発明の階調パターンをサブ
フレーム毎にシフト演算処理してフレーム変調（ＦＲ
Ｃ）方式により階調表示を行う駆動方法によれば、フレ
ーム周波数を下げてもフリッカの発生を抑制できるので
低消費電力を実現でき、更にフリッカ対策回路も単純で
あるので、狭額縁化を実現することが可能となり、その
実用的効果は大きい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における機能ブロック
図
【図２】本発明の第１の実施形態における階調パターン
の一例（ＭＬＳ４駆動の１／７階調パターン）のシフト

12
の説明図
【図３】本発明の第２の実施形態における階調パターン
の一例（ＭＬＳ４駆動の１／７，２／７階調パターン）
のシフトの説明図
【図４】本発明の第３の実施形態におけるフレーム毎の
シフト量が
（ａ）一定値２の場合のシフトの説明図
（ｂ）可変の場合のシフトの説明図
【図５】本発明の第３の実施形態におけるライン毎のシ
フト量が
（ａ）一定値１の場合のシフトの説明図
（ｂ）可変の場合のシフトの説明図
【図６】本発明の第３の実施形態におけるサブフレーム
毎のシフト量が可変の場合のシフトの説明図
【図７】本発明の第４の実施形態におけるＲＥＤ，ＧＲ
ＥＥＮ，ＢＬＵＥのシフトパターンの図
【図８】本発明の第８の実施形態における階調パターン
の図
【図９】本発明の第１０の実施形態におけるライン毎の
最適なシフト量を設定するための表示パターンの図
【図１０】ＭＬＳ駆動法のブロック図
【図１１】ＭＬＳ駆動の直交関数の一例の図
【図１２】ＭＬＳ駆動の走査電極の駆動波形の説明図
【図１３】８階調表示の場合のフレーム変調方式の説明
図
【図１４】フレーム毎のシフトの説明図
【図１５】ライン毎のシフトの説明図
【図１６】ＭＬＳ駆動におけるフレーム毎のシフトの説
明図
【図１７】ＭＬＳ駆動におけるライン毎のシフトの説明
図
【符号の説明】
１９１  階調制御部
１９２  階調レジスタ回路
１９３  水平同期信号
１９４  垂直同期信号
１９５  サブフレーム同期信号
１９６  階調選択回路
１９７  入力映像信号
１９８  表示信号
２１１  入力信号
２１２  演算器
２１３  直交関数生成部
２１４  セグメント信号
２１５  直交関数
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